
 

◇ ◎ ◇ ◎  ◇   第４支会のご紹介 ◇  ◎ ◇ ◎ ◇ 
 
１  地 域 の 概 況  

第 ４ 支 会 の 区 域 で あ る 梅 郷 地 域 は 、 市 の 西 部 に 位 置 し 、 秩 父 多 摩 甲 斐 国 立 公 園 の  

玄 関 口 に あ た り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

梅 郷 地 域 は 、 畑 中 、 和 田 町 、 梅 郷 お よ び
柚 木 町 の 各 地 区 か ら 成 立 っ て お り 、 市 を 西
か ら 東 へ 貫 流 す る 多 摩 川 の 右 岸 の 段 丘 に 開
か れ た 東 西 に 細 長 い 地 域 で す 。  

多 摩 川 を 隔 て て 沢 井 ・ 二 俣 尾 ・ 日 向 和 田
地 区 等 と 向 い 合 い 、 梅 郷 地 域 の 東 は 駒 木 町
に 、 西 は 御 岳 に 隣 接 し て い ま す 。  

面 積 は 約 １ １ ． ８ 平 方 キ ロ メ
ー ト ル で 人 口 は １ ０ ，２ ６ ０ 人 、
世 帯 数 は ４ ， ６ ６ ２ 世 帯 で す 。
（ 令 和 ２ 年 ３ 月 １ 日 現 在 ）  
 御 岳 山 か ら 東 に の び る 尾 根 は
愛 宕 尾 根 と 呼 ば れ 、 日 の 出 山 、
高 峰 、 愛 宕 山 、 三 室 山 、 梅 ヶ 谷
峠 、 馬 引 沢 峠 へ と 続 き 、 あ き る
野 市・日 の 出 町 と 接 し て い ま す 。 

＜畑中地区、和田町地区、梅郷地区、柚木町地区を望む＞ 

＜「赤ぼっこ（山）」から、東方面を望む＞ 

＜神代橋から奥多摩の山々を望む＞ 

青梅市自治会連合会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

梅 郷 地 域 一 帯 は 「 吉 野 梅 郷 」

と 呼 ば れ 、 農 家 の 梅 園 な ど が 点

在 し て い た 「 梅 の 里 」 で 、 代 表

ス ポ ッ ト で あ る 「 青 梅 市 梅 の 公

園 」 は 、 平 成 ２ １ 年 に 、 新 聞 に

よ る ラ ン キ ン グ に お い て 、 全 国

の 梅 の 名 所 「 第 １ 位 」 に 選 ば れ

ま し た 。  

  し か し な が ら 、 近 年 、 「 ウ メ

輪 紋 ウ イ ル ス 」 が 確 認 さ れ 、 以

後 、地 域 の 感 染 梅 樹 は 伐 採 さ れ 、

「 梅 の 公 園 」 も 、 平 成 ２ ６ 年 に

全 て の 梅 樹 が 伐 採 さ れ ま し た 。  

   

そ の 後 、 「 青 梅 市 梅 の 里 再 生 計 画 」

を 推 進 し 、 「 ウ メ 輪 紋 ウ イ ル ス 」 の 強

化 対 策 を 図 っ た 結 果 、 平 成 ２ ８ 年 １ ０

月 、強 化 対 策 の 継 続 な ど の 条 件 付 き で 、

梅 郷 地 区 お よ び 和 田 町 地 区 へ の 梅 の 木

の 再 植 樹 が 認 め ら ま し た 。  

 平 成 ２ ８ 年 １ １ 月 、 「 梅 の 公 園 」 に

お い て 、 「 梅 の 里 再 生 へ の 植 樹 式 」 を

実 施 し 、 以 後 植 栽 が 行 わ れ 、 令 和 ２ 年

３ 月 現 在 、 梅 の 公 園 に 約 １ ,３ ０ ０ 本 、

地 域 の 農 地 な ど を 含 め 、約 ５ ,０ ０ ０ 本

（ 総 数 ） の 梅 樹 が 植 樹 さ れ ま し た 。  

 一 方 、 平 成 ２ ９ 年 ３ 月 、 「 梅 ま つ り

が 再 開 さ れ 、 以 後 、 毎 年 ３ 月 に 「 観 梅

市 民 ま つ り 」 が 行 わ れ て い ま す 。  

復活・「観梅市民まつり」  

＜交通安全パレード・騎馬隊＞ 

＜浜中市長と青梅市親善大使・篠原ともえさん＞ 

＜高円寺阿波おどり＞ 

＜東京消防庁カラーガーズ隊・音楽隊＞ 
 

＜青 梅 市 梅 の公 園 ・平成２５年春 の情 景 ＞ 



                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

教 育 施 設 は 、 市 立 第 五 小

学 校 お よ び 市 立 西 中 学 校 が

あ り 、 幼 稚 園 が １ 園 、 保 育

園 が ３ 園 あ り ま す 。  

 神 社 は 、 畑 中 神 社 、 下 山

八 幡 神 社 、 愛 宕 神 社 な ど が

あ り 、 ま た 、 仏 閣 は 、 地 蔵

院 、 竹 林 寺 、 天 澤 院 、 大 聖

院 、即 清 寺 な ど が あ り ま す 。 

 ま た 、秩 父・鎌 倉 街 道（ 古

道 ） の 一 部 が 、 ほ ぼ 当 時 の

形 で 残 っ て い る と こ ろ も あ

り ま す 。  

２  地 域 の 歴 史  

（ １ ） 変 遷  

  梅 郷 地 域 は 、 古 く は 吉 野 村 と 呼 ば

れ 畑 中 、 日 影 和 田 、 下 お よ び 柚 木 の

四 つ の 地 域 に 分 か れ て い ま し た 。  

 昭 和 ３ ０ 年 ４ 月 に 、 吉 野 村 は 他 の

三 村 （ 三 田 村 、 小 曾 木 村 お よ び 成 木

村 ） と と も に 、 青 梅 市 と 合 併 し ま し

た 。  

 昭 和 ４ ２ 年 に は 、 町 字 区 域 合 理 化

事 業 に よ り 、 現 在 の 畑 中 、 和 田 町 、

梅 郷 お よ び 柚 木 町 と な り ま し た 。  

＜和田町、梅郷、柚木町、和田橋・神代橋・奥多摩橋を望む＞ 

＜畑中地区＞ 

＜畑中・和田町・下郷（梅郷１・2 丁目）地区＞ 

＜和田町地区＞ 

＜多摩川崖線の紅葉と和田橋・神代橋＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
＜柚木苑地＞ 

＜多摩川の流れと軍畑大橋＞ 

＜柚木町地区＞ ＜柚木町地区＞ 

＜中郷（梅郷３・４・５丁目）地区＞ 
＜下郷（梅郷１・２丁目）地区＞ 

＜中郷（梅郷３・４・５丁目）・上郷（梅郷６丁目）地区＞ 
＜五小、西中、上郷（梅郷６丁目）と奥多摩橋＞ 



                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 文 化 人  
  大 衆 小 説 文 学 の 巨 匠 「 吉 川 英 治 」 氏  
 は 、 昭 和 １ ９ 年 、 戦 火 を 避 け 柚 木 に 家  
 を 求 め て 来 往 し 、 住 ま い を 草 思 堂 と 名  
 付 け ま し た 。  
  以 来 、梅 郷 地 域 の 自 然 と 環 境 を 愛 し 、 
 大 作 「 新 平 家 物 語 」 を 執 筆 し 、 地 域 の  
住 民 と も 交 流 を 行 い ま し た 。  
  昭 和 ３ ５ 年 に 文 化 勲 章 を 受 章 し 、 昭  
 和 ３ ７ 年 に ７ ０ 歳 で 没 し 、 青 梅 市 名 誉  
 市 民 の 称 号 を 贈 ら れ ま し た 。  
   昭 和 ５ ２ 年 に は 、 生 前 居 住 し て い た  
 草 思 堂 の 西 側 敷 地 内 に 、 吉 川 英 治 記 念  
 館 が 開 館 さ れ ま し た 。  

近 年 、 入 館 者 の 減 少 な ど か ら 休 館 し
ま し た が 、 青 梅 市 が 「 吉 川 英 治 文 化 振
興 会 」 か ら 建 物 等 の 寄 付 を 受 け 、 令 和
２ 年 ９ 月 に 、 再 開 館 を 行 う 予 定 で す 。  

 

＜吉川英治記念館＞ 

＜即清寺＞ 

＜即清寺＞ 
＜鎌倉街道案内板＞    

＜ふるさと探訪＞ 

＜閻魔
え ん ま

堂（十王堂）＞ 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ）  支 会 （ 自 治 会 ） 等 の 活 動  
 第 ４ 支 会 に お い て は 、随 時 、自 治
会 長 会 議 を 開 催 す る と と も に 、正 副
自 治 会 長 研 修 、 自 治 会 加 入 促 進 活
動 、防 災 訓 練 、地 域 の ス ポ ー ツ 行 事
の 推 進 、総 合 文 化 祭 等 を 行 っ て い ま
す 。  
 さ ら に 、青 少 年 対 策 の 活 動 、環 境
美 化 運 動 、慰 霊 祭 等 へ の 協 力 等 も 行
っ て い ま す 。  
 市 の 行 政 、事 業 等 へ の 協 力 や 赤 い
羽 根 、緑 の 羽 根 、歳 末 助 け 合 い 募 金
活 動 等 へ の 協 力 も 行 っ て い ま す 。  

「 梅 郷 地 区 体 育 振 興 会 （ 会 長 は 第 ４ 支 会

長 ）」に よ り 、市 民 の 体 力 づ く り を 推 進 し 、

社 会 体 育 の 振 興 と 発 展 を 図 っ て い ま す 。  

 例 年 、運 動 会 、ソ フ ト ボ ー ル 大 会 、ビ ー

チ ボ ー ル 大 会 、ファミリーゴルフ大会、卓 球 大

会 な ど を 開 催 し て い ま す 。  

＜第４支会定期総会＞ 

＜梅郷地区市民大運動会＞ 

<

梅
郷
地
区
総
合
文
化
祭> 

＜ファミリー 
ゴルフ大会＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 梅 郷 地 区 防 災 対 策 委 員

会（ 会 長 は 第 ４ 支 会 長 ）」が

主 体 と な り 、防 災 訓 練 、防 災

講 演 会 等 も 行 っ て い ま す 。  

 ま た 、「 第 ４ 支 会 地 域 の 安

全 を ま も る 会（ 会 長 は 第 ４ 支

会 長 ）」を 組 織 し 、安 全 で 住

み よ い 地 域 の 実 現 を 目 指 し

て い ま す 。  

 防 犯 講 演 会 を 実 施 す る と

と も に 、各 地 区 に お い て 、防

犯・環 境 巡 回 パ ト ロ ー ル を 行

っ て い ま す 。  

＜梅郷市民センター＞ 

＜梅郷地区防災訓練（対策本部訓練）＞ 

＜青少対・梅郷子ふれあい塾＞ 

＜梅郷地区戦没者慰霊祭＞ 

＜防犯講演会＞ 

<

青
少
対
・
講
演
会> 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４支会・自治会長、青梅マラソン 
において、自治会への加入のお願い 

第４支会、奥多摩渓谷駅伝競走大会 
に出場  ＜御嶽駅前スタート＞ 

こ の よ う な 組 織 以 外 に も 、青 少

年 対 策 梅 郷 地 区 委 員 会 、青 梅 市 消

防 団 第 四 分 団 、青 梅 交 通 安 全 協 会

第 四 支 部 、梅 郷 地 区 環 境 美 化 委 員

会 が あ り ま す 。  

 梅 郷 地 区 高 齢 者 ク ラ ブ 連 合 会 、

青 梅 市 戦 没 者 遺 族 会 第 四 支 部 、梅

郷 地 区 慰 霊 塔 奉 賛 会 も あ り ま す 。 

 さ ら に 、青 梅 市 ま と い 会 梅 郷 支

部 、青 梅 女 性 防 火 防 災 の 会 第 ４ 支

部 な ど も あ り 、そ れ ぞ れ 活 動 を 行

っ て い ま す 。  

＜ビーチボール大会＞ 

＜卓球大会＞ 
＜梅高連・老荘学園 芸能大会＞ 

＜ソフトボール大会＞ 

＜インディアカ大会＞ 


